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１．はじめに 

 2011年の東日本大震災において、大量のがれきの処分

が問題となり、建設業での有効利用が考えられた。特に、

プレパックドコンクリートの粗骨材として震災コンクリ

ートガラが用いられ、プレパックドコンクリートが再び

注目されつつある。 
プレパックドコンクリートとは、従来のコンクリート

とは異なる方法で施工され型枠内に粗骨材を敷き詰めた

状態から、無収縮グラウト材（モルタル）を型枠に流し

込み、骨材間をグラウト材で充填するコンクリートであ

る。2012年制定のコンクリート標準示方書施工編に記載

されていたプレパックドコンクリートの章では、グラウ

ト材に関する規定は詳細であったが、粗骨材については

明確に規定されていなかった。また、既往の研究 1）では、

セメント種類と骨材の組み合わせが多様であるが、骨材

とセメントペーストの付着強度は骨材界面の欠陥に影響

をうけると報告されている。 
そこで本研究では、再生砕石や鉄道の廃棄バラストの

ような品質のない石を粗骨材として用いたプレパックド

コンクリートの強度と耐久性に着目し、骨材とセメント

ペーストが骨材界面に及ぼす影響について検討した。 
 
２．試験概要 

２．１  計画配合 

 表１に本研究の計画配合を示す。プレパックドコンク

リートの比較対象として普通コンクリートを作製した。

普通コンクリートは、高炉スラグ微粉末を40%置換した

ものとする。 

２．２  使用骨材 

 表２に使用した骨材を示す。骨材には、普通コンクリ

ートとプレパックドコンクリート両者で、再生骨材（RC-
40）、鉄道廃棄バラスト（バラスト）、普通粗骨材（C-40）
を用いた。図１に骨材ふるい分け試験の結果を示す。点

線で囲まれた部分がJISの定める範囲であり、コンクリ

ートの優れた強度と耐久性には、範囲内に収まる粗骨材

が必要とされている。プレパックドコンクリートでは、

モルタルの充填性を向上させるために、粒径10mm以下

の骨材は使用していない。 

 

表１ 計画配合 

種類 使用骨材 W/B s/a 
単位

水量 

フレッシュ性状 

Slump 

(cm) 

Air 

(%) 

Flow 

(mm) 

普通 

C-40 

45% 

48% 

170 10.5 2.5 - 

バラスト 170 13.5 3.4 - 

RC-40 170 15.5 3.8 - 

プレ

パッ

クド 

C-40 

21% 

- - - 310 

バラスト - - - 307 

RC-40 - - - 310 

 

図１ 骨材ふるい分け試験結果 

 

表２ 骨材測定値一覧 

 
表乾密度 

(g/cm3) 
粒度分布 

比表面積 

(cm2/g) 
吸水率 実績率 

C-40 2.56 良 3.11 2.2% 58.3% 

バラスト 2.68 不良 1.63 1.2% 58.1% 

RC-40 2.39 良 2.69 5.0% 58.2% 

 

３．試験結果 

３．１  圧縮強度 

図２に圧縮強度試験の結果を示す。普通コンクリート

では、C-40を用いた供試体の強度が最も大きくなり、プ

レパックドコンクリートにおいてはどの骨材を用いても
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同程度の強度であった。普通コンクリートは、骨材の種

類による影響が大きいと考えられ、プレパックドコンク

リートでは、影響が小さいことが考えられる。 
３．２  透気試験と割裂引張試験 

図３に透気試験の結果を示す。透気試験において、普

通コンクリートではRC-40供試体の透気係数が最も大き

い結果であった。一方で、プレパックドコンクリートで

はバラスト供試体の透気係数が最も大きくなった。また、

透気試験と割裂引張試験の関係を図４に示す。普通コン

クリートの透気係数は割裂引張強度に依存しないが、プ

レパックドコンクリートでは両者に高い相関があること

が明らかとなった。既往の研究 2）より、コンクリート中

を透過する空気の多くは遷移帯を通るとされており、プ

レパックドコンクリートの強度は遷移帯の影響が大きい

と考えられる。一方で、普通コンクリートは水セメント

比が小さく、遷移帯の影響が小さいと考えられる。 
３．３  空隙率 

 表３に示す空隙率は、アルキメデス試験を行い算出し

た。RC-40 の空隙率が大きいが、試験の性質上、骨材の

吸水率が結果に影響してくることを考慮すると、C-40、
バラスト、RC-40 で空隙率に大きな差はないと考えられ

る。また、グラウト材（モルタル）に対しての空隙率は、

プレパックドコンクリートが大きくなった。 
３．４  骨材間距離 

 既往の研究3）より供試体中の骨材間距離を概算し、表

３に示す。プレパックドコンクリートの骨材間距離は、

普通コンクリートに比べて 1/2 以下である。プレパック

ドコンクリートは骨材１つの遷移帯は小さいが、密着し

ているため、遷移帯が連続し、空気の通り道ができやす

いと考えられる。 

 
４．まとめ 

 強度や耐久性において、普通コンクリートは、骨材と

セメントの組み合わせの影響が大きい。プレパックドコ

ンクリートは組み合わせの影響は小さく、遷移帯に依存

すると考えられる。 
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図２ 圧縮強度試験 
 

図３ 透気試験 

図４ 割裂引張試験と透気係数 
 

表３ 空隙率と骨材間距離 
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